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97－アメリカの公立学校における生徒割当制度の合憲性について（井上）
本
件
で
は
、S
eattle
第
１
学
区
お
よ
びJefferson
郡
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
生
徒
割
当
制
度
（
以
下
、
本
件
制
度
と
す
る
。）
を
め
ぐ
る
事
件
が
併
合
審
理
さ
れ
た
。
両
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
制
度
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
（de
facto
）
人
種
的
隔
離
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。連
邦
最
高
裁
は
、
本
件
制
度
は
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
、
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
【
事
実
の
概
要
】
1
Seattle
第
１
学
区
事
件
に
つ
い
て
W
ashington
州S
eattle
のS
eattle
第
１
学
区
の
制
度
で
は
、
９
年
生
は
入
学
を
希
望
す
る
高
校
に
順
位
を
付
け
て
志
願
で
き
る
。
し
か
し
、
第
１
志
望
の
学
校
が
、志
願
者
数
が
入
学
定
員
を
上
回
る
高
校
で
あ
る
場
合
、
①
兄
弟
が
通
っ
て
い
る
学
校
で
あ
る
こ
と
、
②
全
校
生
徒
の
人
種
構
成
と
入
学
を
志
願
す
る
生
徒
個
人
の
人
種
と
の
関
係
、③
住
居
と
学
校
の
距
離
、
と
い
う
三
つ
の
決
定
要
因
（tiebreaker
）
に
よ
っ
て
、
高
校
は
入
学
者
を
決
定
す
る
。
本
件
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
決
定
要
因
の
う
ち
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
②
の
決
定
要
因
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
件
制
度
で
は
、
志
願
者
数
が
入
学
定
員
を
上
回
る
高
校
の
人
種
構
成
が
、
学
区
全
体
の
高
校
の
入
学
者
の
人
種
構
成
か
ら
１
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
乖
離
す
る
と
、
そ
の
高
校
は
「
人
種
的
統
合
が
必
要
」（integration
positive
）
と
判
断
さ
れ
、
②
の
要
素
が
入
学
に
関
す
る
決
定
要
因
と
な
る
。
つ
ま
り
、
当
該
高
校
に
人
種
的
均
衡
を
も
た
ら
す
人
種
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
が
入
学
の
可
否
を
決
定
す
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
１
９
９
９
年
―
２
０
０
２
年
度
の
間
、Seattle
第
１
学
区
全
体
の
高
校
の
入
学
者
の
４
１
パ
ー
セ
ン
ト
が
白
人
、
５
９
パ
ー
セ
ン
ト
が
非
白
人
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
２
０
０
０
年
―
２
０
０
１
年
度
の
間
、
志
願
者
数
が
入
学
定
員
を
上
回
っ
た
高
校
の
う
ち
の
３
校
の
前
年
度
入
学
者
に
お
け
る
白
人
の
生
徒
の
比
率
が
５
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
３
校
は
「
人
種
的
統
合
が
必
要
」
と
判
断
さ
れ
、
非
白
人
の
生
徒
が
こ
の
３
校
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
南
部
の
１
校
は
黒
人
の
生
徒
の
比
率
が
６
９
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
た
め
、
右
３
校
と
同
様
、「
人
種
的
統
合
が
必
要
」
と
判
断
さ
れ
、
白
人
の
生
徒
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
Seattle
第
１
学
区
は
過
去
に
人
種
的
隔
離
教
育
を
州
法
に
よ
っ
て
制
度
化
し
た
こ
と
が
な
く
、
連
邦
地
裁
に
よ
っ
て
人
種
的
統
合
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
種
に
よ
る
居
住
地
の
偏
在
に
起
因
す
る
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
を
是
正
す
る
た
め
に
本
件
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
に
お
け
る
生
徒
割
当
制
度
の
合
憲
性
に
つ
い
て
―
―Parents
Involved
in
C
om
m
unity
Schools
v.
―
―Seattle
SchoolD
istrictN
o.1
;M
eredith
and
―
―M
cD
onald
v.Jefferson
C
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B
oard
of
―
―E
ducation
etal.,551
U
.S.701
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―
―
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制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
原
告
で
保
護
者
の
団
体
で
あ
るParent
Involved
in
C
om
m
unity
S
chools
は
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
本
件
制
度
は
、
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
、
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
、
法
の
平
等
保
護
を
求
め
、Seattle
第
１
学
区
を
相
手
取
り
、
訴
え
を
提
起
し
た
。
2
Jefferson
郡
教
育
委
員
会
事
件
に
つ
い
て
１
９
７
３
年
、A
labam
a
州Jefferson
郡
に
お
い
て
、
人
種
的
に
隔
離
さ
れ
た
学
校
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
１
９
７
５
年
、
連
邦
地
裁
はJefferson
郡
教
育
委
員
会
に
対
し
、
人
種
的
統
合
命
令
を
下
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
、
同
地
裁
はJefferson
郡
に
お
け
る
人
種
的
隔
離
教
育
の
残
滓
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
と
認
定
し
、
右
人
種
的
統
合
命
令
を
取
り
消
し
た
。
そ
の
翌
年
の
２
０
０
１
年
、Jefferson
郡
に
お
け
る
公
立
学
校
の
生
徒
の
３
４
パ
ー
セ
ン
ト
が
黒
人
の
生
徒
、
残
り
の
６
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
白
人
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
年
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
は
人
種
に
よ
る
居
住
地
の
偏
在
に
起
因
す
る
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
を
是
正
す
る
た
め
、M
agnet
S
chool
で
な
い
学
校
に
対
し
て
、
黒
人
の
生
徒
を
最
低
１
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
高
５
０
パ
ー
セ
ン
ト
就
学
さ
せ
る
よ
う
要
求
す
る
本
件
制
度
を
採
用
し
た
。
当
該
学
区
に
転
居
し
た
原
告
のM
eredith
は
、
白
人
の
息
子Joshua
を
幼
稚
園
（
幼
稚
園
・
小
学
校
一
貫
教
育
校
）
へ
入
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
新
居
か
ら
最
も
近
い
小
学
校
は
す
で
に
満
員
で
あ
っ
た
た
め
、Joshua
は
同
じ
学
校
群
に
あ
る
１
０
マ
イ
ル
も
離
れ
たY
oung
小
学
校
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、M
eredith
は
住
居
か
ら
１
マ
イ
ル
離
れ
て
い
る
別
の
学
校
群
のB
loom
小
学
校
へ
の
転
校
を
申
請
し
た
が
、
定
員
に
余
裕
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、Joshua
の
転
校
がY
oung
小
学
校
に
お
け
る
人
種
的
統
合
に
不
都
合
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
転
校
は
不
許
可
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、M
eredith
は
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
本
件
制
度
は
、
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
、
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
、
法
の
平
等
保
護
を
求
め
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
を
相
手
取
り
、
訴
え
を
提
起
し
た
。
【
判
決
要
旨
】
〔R
oberts
連
邦
最
高
裁
長
官
に
よ
る
法
廷
意
見
〕
連
邦
最
高
裁
は
本
件
制
度
を
容
認
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
差
し
戻
し
た
。R
oberts
長
官
の
執
筆
し
た
意
見
の
一
部
に
他
の
４
人
の
裁
判
官
（S
calia
、T
hom
as
、A
lito
、K
ennedy
各
裁
判
官
）
が
同
意
し
、
法
廷
意
見
を
形
成
し
た
が
、
残
り
の
部
分
に
はK
ennedy
裁
判
官
が
同
意
せ
ず
、
別
に
結
果
同
意
意
見
を
執
筆
し
た
た
め
、
そ
の
部
分
は
相
対
多
数
意
見
と
な
っ
た
。
1
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
Seattle
第
１
学
区
は
本
件
係
争
中
に
生
徒
の
人
種
を
決
定
要
因
と
す
る
こ
と
を
止
め
た
。
し
か
し
、
同
教
育
委
員
会
は
本
件
制
度
の
合
憲
性
を
主
張
し
て
お
り
、
も
し
同
教
育
委
員
会
が
勝
訴
す
れ
ば
生
徒
の
人
種
を
考
慮
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す
る
こ
と
を
再
開
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
人
種
を
決
定
要
因
と
す
る
こ
と
を
自
主
的
に
中
止
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
訴
訟
要
件
を
欠
く
（m
oot
）
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
他
方
で
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
は
管
轄
権
を
争
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、Joshua
のB
loom
小
学
校
へ
の
転
校
が
そ
の
後
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
本
件
制
度
は
す
べ
て
の
学
年
の
生
徒
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、Joshua
が
中
学
校
に
入
学
す
る
際
に
再
び
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
割
り
当
て
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
原
告
の
当
事
者
適
格
は
認
め
ら
れ
る
。
2
司
法
審
査
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
人
種
的
分
類
は
非
常
に
有
害
（pernicious
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
教
育
委
員
会
は
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
（com
pelling
governm
ent
interest
）
の
実
現
と
い
う
目
的
と
の
関
係
で
厳
密
な
整
合
性
（narrow
ly
tailored
）
を
有
す
る
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
立
証
を
求
め
る
厳
格
審
査
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
3
目
的
審
査
に
つ
い
て
先
例
は
過
去
の
人
種
差
別
の
弊
害
を
是
正
す
る
利
益
を
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
と
し
て
認
め
て
い
る
。Seattle
第
１
学
区
は
過
去
に
人
種
的
隔
離
教
育
を
州
法
に
よ
っ
て
制
度
化
し
た
こ
と
が
な
く
、
連
邦
地
裁
に
よ
る
人
種
的
統
合
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
Jefferson
郡
で
は
過
去
に
人
種
的
隔
離
教
育
が
州
法
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
連
邦
地
裁
に
よ
っ
て
人
種
的
統
合
命
令
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
に
同
地
裁
はJefferson
郡
に
お
け
る
過
去
の
人
種
的
隔
離
教
育
の
残
滓
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
と
認
定
し
、
右
人
種
的
統
合
命
令
を
取
り
消
し
た
。
よ
っ
て
、
両
教
育
委
員
会
は
過
去
の
人
種
差
別
の
弊
害
を
是
正
す
る
利
益
に
よ
っ
て
本
件
制
度
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
G
rutter
判
決
（
１
）
で
は
、
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
３
倍
に
増
や
す
た
め
に
学
生
の
人
種
を
考
慮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
た
。し
か
し
、
本
件
で
はJefferson
郡
教
育
委
員
会
が
人
種
的
統
合
の
目
標
を
定
め
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
目
標
に
基
づ
い
て
人
種
的
分
類
を
利
用
し
、
生
徒
の
割
り
当
て
を
行
う
の
は
極
端
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
同
判
決
で
は
高
等
教
育
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
学
生
集
団
の
多
様
性
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
高
等
教
育
に
お
け
る
多
様
性
の
利
益
は
、
人
種
だ
け
で
は
な
く
学
生
集
団
の
多
様
性
に
貢
献
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
含
む
と
さ
れ
た
。
同
判
決
で
法
廷
意
見
は
、
大
学
と
い
う
環
境
で
は
、
よ
り
広
い
言
論
お
よ
び
思
想
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
大
学
は
我
々
の
憲
法
の
伝
統
の
中
で
特
別
な
地
位
を
占
め
る
と
判
示
し
、
高
等
教
育
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
。
さ
ら
に
、
同
判
決
に
お
い
て
法
廷
意
見
は
、
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
る
際
に
は
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
重
要
で
あ
る
と
判
示
し
、
高
等
教
育
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
人
種
的
分
類
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
た
。
本
件
下
級
審
は
同
判
決
で
明
示
さ
れ
た
多
様
性
に
つ
い
て
の
幅
広
い
理
解
と
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高
等
教
育
の
特
殊
性
を
無
視
し
て
そ
の
意
味
を
拡
張
し
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
本
件
制
度
を
合
憲
と
し
た
が
、
同
判
決
は
本
件
の
先
例
と
は
な
ら
な
い
。
4
手
段
審
査
に
つ
い
て
本
件
制
度
に
お
い
て
、
人
種
的
分
類
は
生
徒
の
割
り
当
て
に
僅
か
な
効
果
し
か
及
ぼ
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
他
の
手
段
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
種
的
分
類
の
効
果
が
小
さ
い
こ
と
は
、
こ
の
分
類
の
必
要
性
を
疑
わ
せ
る
。
さ
ら
に
、
両
教
育
委
員
会
は
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
割
り
当
て
以
外
の
手
段
を
検
討
し
た
こ
と
も
立
証
し
て
い
な
い
。
目
的
と
の
関
係
で
厳
密
な
整
合
性
を
有
す
る
手
段
を
用
い
て
い
る
と
い
う
た
め
に
は
、
人
種
中
立
的
な
代
替
手
段
を
真
剣
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、Seattle
第
１
学
区
で
は
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
割
り
当
て
以
外
の
手
段
は
検
討
さ
れ
ず
に
退
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
は
他
の
代
替
手
段
を
検
討
し
た
と
い
う
証
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
G
rutter
判
決
で
は
、
志
願
者
を
単
に
特
定
の
人
種
集
団
の
一
員
と
し
て
で
は
な
く
、「
個
人
と
し
て
考
慮
す
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
は
単
に
人
種
的
均
衡
を
図
る
た
め
で
は
な
く
、
学
生
集
団
の
多
様
性
に
資
す
る
よ
り
広
範
な
評
価
の
一
部
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
件
制
度
は
志
願
者
を
個
人
と
し
て
考
慮
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
非
個
別
的
で
機
械
的
な
人
種
的
分
類
を
採
用
し
て
い
る
。Seattle
第
１
学
区
の
制
度
は
人
種
を
白
人
と
非
白
人
に
、
他
方
で
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
の
制
度
は
黒
人
と
そ
の
他
に
区
別
す
る
だ
け
で
あ
り
、
多
様
性
に
つ
い
て
の
捉
え
方
も
一
面
的
で
あ
る
。Seattle
第
１
学
区
の
制
度
で
は
白
人
の
生
徒
が
５
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
ジ
ア
系
の
生
徒
が
５
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ア
フ
リ
カ
系
の
生
徒
、
先
住
民
系
の
生
徒
、
ラ
テ
ン
系
の
生
徒
が
ゼ
ロ
で
も
人
種
的
均
衡
が
取
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
系
の
生
徒
が
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
フ
リ
カ
系
の
生
徒
が
２
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
ラ
テ
ン
系
の
生
徒
が
２
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
白
人
の
生
徒
が
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
人
種
的
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
、
不
可
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
許
容
す
る
制
度
が
公
立
学
校
に
お
け
る
幅
広
い
人
種
的
多
様
性
を
実
現
す
る
と
は
い
い
難
い
。
〔R
oberts
連
邦
最
高
裁
長
官
に
よ
る
相
対
多
数
意
見
〕
他
の
３
人
の
裁
判
官
（Scalia
、T
hom
as
、A
lito
各
裁
判
官
）
の
同
意
し
か
得
ら
れ
ず
、
相
対
多
数
意
見
と
な
っ
たR
oberts
長
官
の
意
見
の
概
要
で
あ
る
。
1
本
件
制
度
の
目
的
の
正
当
性
に
つ
い
て
人
種
的
分
類
の
利
用
が
人
種
的
多
様
性
を
実
現
す
る
た
め
の
厳
密
な
整
合
性
を
有
す
る
手
段
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
人
種
的
多
様
性
が
テ
ス
ト
の
成
績
や
他
の
客
観
的
な
基
準
に
明
確
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
社
会
化
（socialization
）
に
関
す
る
無
形
の
利
益
を
も
た
ら
す
か
否
か
に
つ
い
て
の
争
い
を
こ
こ
で
解
決
す
る
必
要
は
な
い
。
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両
教
育
委
員
会
は
、
人
種
的
多
様
性
、
人
種
的
孤
立
の
防
止
、
人
種
的
統
合
な
ど
本
件
制
度
が
も
た
ら
す
利
益
を
様
々
な
表
現
で
主
張
す
る
が
、
人
種
的
均
衡
の
実
現
と
の
違
い
を
示
し
て
い
な
い
。
人
種
的
均
衡
を
実
現
す
る
と
い
う
目
的
は
先
例
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
不
当
と
さ
れ
て
き
た
。
人
種
的
均
衡
を
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
で
あ
る
と
認
め
る
と
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
人
種
的
均
衡
を
実
現
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
市
民
を
個
人
と
し
て
扱
う
べ
し
と
す
る
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
の
保
障
と
矛
盾
す
る
。
2
本
件
制
度
の
手
段
の
正
当
性
に
つ
い
て
本
件
制
度
は
教
育
上
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
人
種
的
多
様
性
の
程
度
に
で
は
な
く
、
各
学
区
毎
の
人
口
統
計
に
基
づ
い
て
い
る
。
教
育
上
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
人
種
的
多
様
性
の
程
度
が
各
学
区
毎
の
人
口
統
計
と
一
致
す
る
と
い
う
証
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
Seattle
第
１
学
区
は
人
種
的
多
様
性
を
有
す
る
と
さ
れ
る
白
人
の
生
徒
が
５
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
ジ
ア
系
の
生
徒
が
５
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
人
種
構
成
が
人
種
的
多
様
性
を
有
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
ア
ジ
ア
系
の
生
徒
が
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
フ
リ
カ
系
の
生
徒
が
２
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
ラ
テ
ン
系
の
生
徒
が
２
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
白
人
の
生
徒
が
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
人
種
構
成
よ
り
も
教
育
上
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
証
拠
を
示
さ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、Jefferson
郡
に
お
い
て
、Joshua
に
割
り
当
て
ら
れ
た
Y
oung
小
学
校
は
、
黒
人
の
生
徒
の
割
合
が
４
６
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
黒
人
の
生
徒
ま
た
は
そ
の
他
の
人
種
の
生
徒
の
Y
oung
小
学
校
で
の
人
種
的
孤
立
とJoshua
の
転
校
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
生
徒
の
割
り
当
て
と
い
う
極
端
な
方
法
は
、
両
教
育
委
員
会
が
主
張
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
は
い
え
な
い
。
G
rutter
判
決
で
は
、
多
様
な
学
生
集
団
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
不
確
定
の
「
意
義
あ
る
数
」（critical
m
ass （２
）
）
が
目
標
値
と
さ
れ
、
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
は
こ
の
「
意
義
あ
る
数
」
に
達
す
る
志
願
者
数
か
ら
目
標
値
を
逆
算
し
た
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
でSeattle
第
１
学
区
が
求
め
る
人
種
的
多
様
性
の
レ
ベ
ル
は
、
各
々
の
学
区
の
人
口
統
計
を
参
照
し
て
決
定
さ
れ
た
値
に
基
づ
い
て
い
る
。
求
め
ら
れ
る
人
種
的
多
様
性
の
レ
ベ
ル
か
ら
前
向
き
に
算
出
し
た
の
で
は
な
く
、
後
ろ
向
き
に
人
種
的
多
様
性
の
実
現
を
目
指
し
た
こ
と
は
先
例
に
照
ら
し
致
命
的
な
欠
陥
で
あ
る
。
3
本
件
に
お
け
るB
row
n
判
決
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
人
種
に
基
づ
い
て
人
々
を
区
別
す
る
政
府
の
行
為
は
、
人
種
的
劣
等
の
観
念
を
助
長
し
、
人
種
的
敵
対
政
策
を
導
く
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
個
人
を
皮
膚
の
色
で
判
断
す
べ
き
と
の
考
え
を
増
大
さ
せ
、
人
種
に
基
づ
く
判
断
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
が
人
種
的
ブ
ロ
ッ
ク
（racial
blocs
）
に
分
か
れ
る
と
い
う
観
念
を
強
め
る
こ
と
か
ら
、
本
質
的
に
疑
わ
し
い
。
B
row
n1
判
決
（
３
）
は
学
校
施
設
と
他
の
有
形
要
素
が
同
等
で
あ
っ
て
も
、
黒
人
児
童
を
人
種
に
基
づ
い
て
隔
離
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
違
憲
判
決
の
根
拠
と
し
た
。
さ
ら
に
、B
row
n2
判
決
（
４
）
は
人
種
に
基
づ
か
な
い
方
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法
で
生
徒
の
公
立
学
校
へ
の
入
学
を
決
定
す
る
制
度
の
完
成
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。B
row
n
判
決
以
前
、
子
供
た
ち
は
皮
膚
の
色
に
基
づ
い
て
、
ど
こ
の
公
立
学
校
に
通
う
べ
き
か
を
指
定
さ
れ
た
。
人
種
に
基
づ
く
差
別
を
な
く
す
に
は
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
区
別
を
や
め
る
し
か
な
い
。
〔K
ennedy
裁
判
官
に
よ
る
結
果
同
意
意
見
〕
K
ennedy
裁
判
官
は
連
邦
最
高
裁
に
管
轄
権
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
件
制
度
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
の
実
現
と
い
う
目
的
と
の
関
係
で
厳
密
な
整
合
性
を
有
す
る
手
段
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
違
憲
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、R
oberts
長
官
の
法
廷
意
見
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
残
る
部
分
に
は
同
意
せ
ず
、
結
果
同
意
意
見
を
執
筆
し
た
。
1
司
法
審
査
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
し
な
け
れ
ば
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
が
良
性
の
救
済
目
的
で
あ
る
の
か
、
人
種
的
劣
等
と
い
う
不
正
な
概
念
あ
る
い
は
単
な
る
人
種
的
政
治
力
学
に
よ
っ
て
動
機
付
け
さ
れ
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
2
目
的
審
査
に
つ
い
て
人
種
的
孤
立
を
防
止
し
、
生
徒
の
多
様
性
を
実
現
す
る
と
い
う
本
件
制
度
の
目
的
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
3
手
段
審
査
に
つ
い
て
人
種
的
分
類
の
利
用
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
の
実
現
と
い
う
目
的
と
の
関
係
で
厳
密
な
整
合
性
を
有
す
る
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
は
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
失
敗
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、Seattle
第
１
学
区
は
白
人
と
非
白
人
と
い
う
お
お
ざ
っ
ぱ
な
人
種
的
分
類
を
な
ぜ
採
用
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
ら
ず
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
の
実
現
と
い
う
目
的
と
の
関
係
で
厳
密
な
整
合
性
を
有
す
る
手
段
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
厳
格
審
査
基
準
を
満
た
さ
な
い
。
G
ratz
判
決
（
５
）
は
本
件
制
度
よ
り
も
人
種
を
考
慮
す
る
程
度
が
は
る
か
に
少
な
い
手
続
き
を
大
学
入
試
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
違
憲
と
し
、
さ
ら
に
、G
rutter
判
決
は
学
生
集
団
の
多
様
性
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
人
種
を
考
慮
す
る
柔
軟
な
制
度
を
合
憲
と
し
た
。
し
か
し
、Seattle
第
１
学
区
の
制
度
は
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
機
械
的
な
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、
法
に
基
づ
く
（de
jure
）
人
種
的
隔
離
と
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
の
憲
法
上
の
区
別
は
重
要
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
は
先
例
に
お
い
て
州
法
に
基
づ
く
人
種
的
隔
離
教
育
か
ら
の
救
済
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
が
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
き
た
。し
か
し
、
本
件
で
問
題
と
さ
れ
る
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
的
隔
離
は
、
州
法
に
基
づ
く
人
種
的
隔
離
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
教
育
委
員
会
はB
row
n
判
決
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
平
等
な
教
育
の
機
会
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
徒
の
人
種
を
唯
一
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
の
、
教
育
委
員
会
は
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
人
種
中
立
的
で
あ
る
が
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
場
合
と
同
様
の
結
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果
を
う
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
（
６
）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
は
厳
格
審
査
基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
も
し
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
他
に
手
立
て
が
な
い
場
合
、
教
育
委
員
会
は
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔B
reyer
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見
〕
B
rey
er
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
他
の
３
人
の
裁
判
官
（S
tev
en
s
、
Souther
、G
insburg
各
裁
判
官
）
が
同
意
し
た
。
1
司
法
審
査
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
先
例
に
照
ら
し
、
本
件
制
度
に
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
る
。
2
目
的
審
査
に
つ
い
て
本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
歴
史
的
お
よ
び
救
済
的
観
点
か
ら
過
去
の
人
種
的
隔
離
教
育
を
是
正
す
る
利
益
、
第
二
に
、
高
度
に
人
種
的
に
隔
離
さ
れ
た
学
校
が
生
徒
に
与
え
る
教
育
上
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
利
益
、
第
三
に
、
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
多
元
的
社
会
（pluralistic
society
）
を
反
映
し
た
教
育
環
境
を
実
現
す
る
利
益
で
あ
る
。G
rutter
判
決
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
利
益
は
初
等
中
等
教
育
に
お
い
て
も
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
3
手
段
審
査
に
つ
い
て
本
件
制
度
はG
rutter
判
決
で
合
憲
と
さ
れ
た
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
手
段
よ
り
も
負
担
が
少
な
い
。
そ
し
て
、
本
件
制
度
は
人
種
を
考
慮
す
る
方
法
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
人
種
以
外
の
要
素
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
制
度
の
修
正
と
過
去
の
制
度
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
お
り
、
他
の
代
替
手
段
も
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
制
度
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
の
実
現
と
い
う
目
的
と
の
関
係
で
厳
密
な
整
合
性
を
有
す
る
手
段
で
あ
り
、
合
憲
で
あ
る
。
【
研
究
】
1
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
に
つ
い
て
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
に
お
い
て
、
顕
著
に
み
ら
れ
る
生
徒
の
人
種
構
成
上
の
不
均
衡
は
、
人
種
に
よ
る
居
住
地
の
偏
在
に
起
因
す
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
黒
人
に
対
す
る
人
種
差
別
が
長
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
黒
人
は
ス
テ
ィ
グ
マ
（stigm
a （７
）
）
を
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
黒
人
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
不
公
平
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
人
種
に
よ
る
居
住
地
の
偏
在
も
黒
人
に
対
す
る
歴
史
的
な
人
種
差
別
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
題
の
一
つ
で
あ
る
（
８
）
。
つ
ま
り
、
継
続
的
な
人
種
差
別
に
よ
っ
て
不
利
な
立
場
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
黒
人
は
資
力
が
乏
し
い
た
め
、
生
活
環
境
の
良
い
郊
外
に
転
居
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
都
市
部
の
ス
ラ
ム
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
生
徒
が
住
居
か
ら
最
も
近
い
公
立
学
校
に
通
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
黒
人
の
生
徒
は
都
市
部
の
公
立
学
校
へ
、
白
人
の
生
徒
は
郊
外
の
公
立
学
校
へ
通
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
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結
果
、
都
市
部
の
公
立
学
校
は
黒
人
の
生
徒
で
占
め
ら
れ
、
他
方
で
、
郊
外
の
公
立
学
校
は
白
人
の
生
徒
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
人
種
に
よ
る
居
住
地
の
偏
在
に
よ
っ
て
過
去
の
州
法
に
基
づ
く
人
種
的
隔
離
教
育
の
時
代
と
同
様
の
教
育
環
境
が
存
続
し
て
い
る
。
2
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
憲
法
上
の
平
等
原
則
の
下
で
の
伝
統
的
な
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
は
、
「
基
本
的
権
利
」（fundam
ental
rights
）
に
対
す
る
政
府
の
侵
害
行
為
に
着
目
し
た
理
論
と
「
疑
わ
し
き
分
類
」（suspectclassification
）
に
着
目
し
た
理
論
と
の
二
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
９
）
。
本
件
に
お
い
て
法
廷
意
見
を
執
筆
し
たR
oberts
長
官
は
、
後
者
の
理
論
に
基
づ
い
て
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
し
た
。
そ
し
て
、
単
に
本
件
制
度
が
厳
格
審
査
基
準
を
満
た
す
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
を
行
い
（
10
）
、
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
を
是
正
す
る
た
め
に
教
育
委
員
会
が
採
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
何
の
示
唆
も
与
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
（
11
）
。
「
疑
わ
し
き
分
類
」
と
は
、
個
人
の
力
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
先
天
的
か
つ
不
変
的
特
性
に
基
づ
い
た
分
類
と
さ
れ
る
（
12
）
。
そ
し
て
、
政
府
が
そ
れ
ら
の
分
類
を
利
用
し
た
場
合
、
分
類
の
対
象
と
な
る
ク
ラ
ス
に
対
し
て
、
ス
テ
ィ
グ
マ
が
押
し
付
け
ら
れ
る
と
い
う
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
疑
わ
し
き
分
類
」
に
基
づ
く
立
法
は
本
質
的
に
不
正
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
当
該
立
法
に
は
合
憲
性
の
推
定
が
働
か
な
い
た
め
、
裁
判
所
は
当
該
立
法
に
対
し
て
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
る
の
で
あ
る
（
13
）
。
こ
の
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
、
政
府
は
こ
れ
を
満
た
す
た
め
に
、
当
該
分
類
の
利
用
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
の
実
現
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
た
め
の
手
段
（
当
該
分
類
の
利
用
）
と
の
間
に
厳
密
な
整
合
性
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
法
の
平
等
保
護
が
問
題
と
な
っ
た
１
９
７
３
年
のSan
A
ntonio
IndependentSchoolD
istrict
判
決
（
14
）
に
お
け
る
有
名
な
定
義
に
よ
れ
ば
、「
疑
わ
し
き
分
類
」
の
対
象
と
は
、「
疎
外
さ
れ
て
い
た
り
、
歴
史
的
あ
る
い
は
意
図
的
に
不
平
等
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
た
り
、
政
治
的
に
無
力
な
地
位
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
た
め
に
多
数
者
支
配
的
な
政
治
過
程
か
ら
特
別
に
守
ら
れ
る
べ
き
（
15
）
」
ク
ラ
ス
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
ク
ラ
ス
が
厳
格
審
査
基
準
に
服
す
る
べ
き
「
疑
わ
し
き
分
類
」
に
属
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
①
当
該
グ
ル
ー
プ
の
有
す
る
属
性
が
個
人
の
力
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
な
い
不
変
的
か
つ
偶
然
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
過
去
に
当
該
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
悲
惨
な
差
別
の
歴
史
が
存
在
し
、
彼
ら
に
対
す
る
根
強
い
偏
見
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
、
③
当
該
分
類
の
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ
が
多
数
者
支
配
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
て
政
治
的
に
無
力
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
（
16
）
。
換
言
す
れ
ば
、
①
の
要
素
は
、
個
人
の
尊
厳
と
人
格
価
値
の
平
等
と
い
う
民
主
主
義
の
根
本
理
念
に
反
し
な
い
か
を
、
さ
ら
に
、
②
の
要
素
は
、
不
合
理
な
偏
見
や
固
定
観
念
に
基
づ
い
た
分
類
で
は
な
い
か
を
、
最
後
に
③
の
要
素
は
、
少
数
者
の
権
利
は
多
数
決
原
理
が
機
能
す
る
政
治
過
程
を
通
じ
て
救
済
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
裁
判
所
105－アメリカの公立学校における生徒割当制度の合憲性について（井上）
に
よ
る
救
済
の
必
要
性
が
高
い
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
17
）
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
要
素
の
す
べ
て
が
当
て
は
ま
る
人
種
的
分
類
は
、
こ
の
「
疑
わ
し
き
分
類
」
の
代
表
と
さ
れ
る
（
18
）
。
と
こ
ろ
で
、G
unther
は
か
つ
て
、
厳
格
審
査
基
準
は
「
理
論
上
厳
格
で
あ
る
が
、
事
実
上
致
命
的
」（strictin
theory
and
fatalin
fact
）
な
審
査
基
準
で
あ
り
、
こ
の
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
、
当
該
立
法
は
ほ
と
ん
ど
違
憲
と
さ
れ
る
と
主
張
し
た
（
19
）
。
な
ぜ
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
公
的
利
益
は
、「
疑
わ
し
き
分
類
」
が
対
象
と
す
る
ク
ラ
ス
に
対
し
て
、
さ
ら
に
不
利
益
を
課
す
こ
と
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
20
）
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
上
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
が
容
認
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
制
限
さ
れ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
（1）
政
府
が
過
去
か
ら
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
人
種
差
別
を
自
ら
終
わ
ら
せ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
（2）
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
よ
う
な
重
大
な
不
正
を
も
見
逃
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
劇
的
に
切
迫
し
た
緊
急
事
態
（dram
atic
urgency
）
を
回
避
す
る
た
め
に
、
人
種
的
分
類
の
利
用
が
唯
一
利
用
可
能
な
手
段
と
し
て
絶
対
的
に
必
要
（absolute
necessary
）
な
場
合
で
あ
る
（
21
）
。
事
実
、
本
件
に
お
い
てR
oberts
長
官
は
、S
eattle
第
１
学
区
は
過
去
に
人
種
的
隔
離
教
育
を
州
法
に
よ
っ
て
制
度
化
し
た
こ
と
が
な
く
、
他
方
で
、
２
０
０
０
年
に
連
邦
地
裁
はJefferson
郡
に
お
け
る
過
去
の
人
種
的
隔
離
教
育
の
残
滓
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
と
認
定
し
、
人
種
的
統
合
命
令
を
取
り
消
し
た
と
指
摘
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
両
教
育
委
員
会
は
過
去
の
人
種
差
別
の
弊
害
を
是
正
す
る
利
益
に
よ
っ
て
本
件
制
度
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
州
法
に
基
づ
く
人
種
的
隔
離
で
あ
れ
、
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
で
あ
れ
、
人
種
的
に
隔
離
さ
れ
た
教
育
環
境
は
、
生
徒
に
自
己
の
人
種
を
強
く
意
識
さ
せ
る
た
め
、
人
種
的
劣
等
感
あ
る
い
は
人
種
的
優
越
感
を
抱
か
せ
、
黒
人
と
白
人
と
の
間
の
人
種
間
対
立
を
助
長
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
が
生
徒
お
よ
び
社
会
に
も
た
ら
す
害
悪
は
、
州
法
に
基
づ
く
人
種
的
隔
離
教
育
が
も
た
ら
す
害
悪
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
州
法
に
基
づ
く
人
種
的
隔
離
と
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
と
を
区
別
し
、
前
者
を
是
正
す
る
た
め
の
制
度
の
み
を
容
認
す
る
と
い
う
同
長
官
の
判
断
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。
他
方
で
、M
ichigan
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
入
学
者
選
別
制
度
が
問
題
と
な
っ
た
２
０
０
３
年
のG
rutter
判
決
で
は
、
学
生
集
団
の
多
様
性
を
実
現
す
る
と
い
う
利
益
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、R
oberts
長
官
は
学
生
集
団
の
多
様
性
を
実
現
す
る
と
い
う
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
の
利
益
は
高
等
教
育
に
の
み
妥
当
す
る
と
判
示
し
、
そ
の
適
用
範
囲
に
制
限
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
同
長
官
はS
eattle
第
１
学
区
の
制
度
は
人
種
を
白
人
と
非
白
人
に
、
他
方
で
、Jefferson
郡
教
育
委
員
会
の
制
度
は
黒
人
と
そ
の
他
に
区
別
す
る
だ
け
で
あ
り
、
多
様
性
に
つ
い
て
の
捉
え
方
が
一
面
的
で
あ
る
と
し
て
、
本
件
制
度
を
容
認
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
両
教
育
委
員
会
は
単
に
地
域
の
人
種
構
成
を
反
映
し
た
生
徒
の
人
種
構
成
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
が
抱
え
る
公
立
学
校
に
お
け
る
事
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実
上
の
人
種
的
隔
離
が
も
た
ら
す
重
大
な
弊
害
を
回
避
す
る
た
め
に
本
件
制
度
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
3
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
理
論
に
つ
い
て
C
alifornia
大
学
医
学
校
の
入
学
者
選
抜
制
度
が
問
題
と
な
っ
た
１
９
７
８
年
のB
akke
判
決
（
22
）
以
降
、
連
邦
最
高
裁
の
保
守
派
の
裁
判
官
た
ち
は
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
し
た
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
裁
判
官
た
ち
は
、
中
間
審
査
基
準
な
ど
の
よ
り
緩
や
か
な
司
法
審
査
基
準
を
適
用
し
た
（
23
）
。
こ
の
よ
う
にB
akke
判
決
以
降
、
連
邦
最
高
裁
の
裁
判
官
た
ち
は
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
司
法
審
査
基
準
を
適
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
（
24
）
。
し
か
し
、
公
共
事
業
の
元
請
業
者
が
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
所
有
す
る
下
請
業
者
を
選
ん
だ
場
合
、
政
府
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
連
邦
の
制
度
が
問
題
と
な
っ
た
１
９
９
５
年
のA
darand
判
決
（
25
）
に
お
い
て
、
法
廷
意
見
を
執
筆
し
たO
'C
onner
裁
判
官
は
、「
一
貫
性
」
（consistency
）
の
原
則
を
宣
言
し
た
。
こ
の
一
貫
性
の
原
則
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
種
集
団
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
に
は
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
26
）
。
さ
ら
に
、
同
裁
判
官
は
こ
のA
darand
判
決
に
お
い
て
、
厳
格
審
査
基
準
は
「
理
論
上
厳
格
で
あ
る
が
、
事
実
上
致
命
的
」
で
あ
る
と
い
うG
unther
の
説
を
払
拭
し
た
い
と
述
べ
、
厳
格
審
査
基
準
の
機
械
的
な
適
用
を
明
確
に
否
定
し
た
（
27
）
。
同
裁
判
官
に
よ
る
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
は
、
個
別
具
体
的
な
判
断
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
に
述
べ
た
（1）
政
府
が
過
去
か
ら
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
人
種
差
別
を
自
ら
終
わ
ら
せ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
（2）
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
よ
う
な
重
大
な
不
正
を
も
見
逃
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
劇
的
に
切
迫
し
た
緊
急
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
人
種
的
分
類
の
利
用
が
唯
一
利
用
可
能
な
手
段
と
し
て
絶
対
的
に
必
要
な
場
合
、
と
い
う
極
め
て
例
外
的
な
場
合
で
な
く
と
も
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
に
対
し
て
合
憲
判
断
が
下
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
28
）
と
い
う
点
で
、
伝
統
的
な
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
（
29
）
。
こ
のO
'C
onner
裁
判
官
に
よ
る
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
の
萌
芽
は
、
１
９
８
９
年
のC
roson
判
決
（
30
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
C
roson
判
決
で
は
、
公
共
事
業
を
請
け
負
っ
た
業
者
が
そ
の
契
約
額
の
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
所
有
す
る
下
請
け
業
者
に
留
保
す
る
よ
う
求
め
るR
ichm
ond
市
の
条
例
が
問
題
と
な
っ
た
。
同
判
決
に
お
い
て
、O
'C
onner
裁
判
官
は
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
に
対
す
る
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
は
、
当
該
人
種
的
分
類
の
利
用
が
即
憲
法
に
違
反
す
る
か
の
よ
う
に
機
械
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
が
良
性
の
救
済
目
的
で
あ
る
の
か
、
人
種
的
劣
等
と
い
う
不
正
な
概
念
あ
る
い
は
単
な
る
人
種
的
政
治
力
学
に
よ
っ
て
事
実
上
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
炙
り
出
す
（sm
oke
out
）
た
め
に
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
る
の
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
O
'C
onner
裁
判
官
が
採
用
し
た
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
は
、
伝
統
的
107－アメリカの公立学校における生徒割当制度の合憲性について（井上）
な
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
の
よ
う
に
、
政
府
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
が
本
質
的
に
不
正
で
あ
り
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
立
法
に
は
合
憲
性
の
推
定
が
働
か
な
い
と
い
う
前
提
を
採
ら
な
い
（
31
）
。
同
裁
判
官
が
採
用
し
た
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
は
、
人
種
は
あ
ま
り
に
偏
見
や
情
実
の
根
拠
と
な
っ
て
き
た
の
で
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
に
は
道
徳
的
に
容
認
し
得
な
い
動
機
、
具
体
的
に
は
、
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
が
禁
止
す
る
偏
見
や
固
定
観
念
に
基
づ
く
容
認
し
得
な
い
動
機
が
実
際
に
は
働
い
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
現
実
的
な
疑
念
を
推
定
す
る
に
留
ま
る
（
32
）
。
つ
ま
り
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
に
対
す
る
違
憲
性
の
推
定
を
伝
統
的
な
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
に
比
し
て
幾
ば
く
か
緩
和
し
、
当
該
人
種
的
分
類
の
利
用
を
正
当
化
す
る
反
証
の
機
会
を
政
府
に
付
与
す
る
こ
と
で
、
よ
り
個
別
具
体
的
な
判
断
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
同
裁
判
官
の
立
場
な
の
で
あ
る
。
D
w
orkin
は
こ
のO
'C
onner
裁
判
官
が
採
用
し
た
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
を
反
証
（rebuttal
）
理
論
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
こ
れ
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
文
理
解
釈
上
、
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
は
、
政
府
に
よ
る
人
種
的
分
類
の
利
用
を
明
示
的
に
禁
止
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
人
種
的
分
類
の
利
用
が
合
衆
国
憲
法
上
、
完
全
に
禁
止
さ
れ
る
理
由
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
は
、
政
治
道
徳
の
一
般
原
則
を
定
め
て
お
り
、
現
代
の
憲
法
解
釈
者
た
ち
は
こ
の
一
般
原
則
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
限
り
、
道
徳
的
な
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
仮
に
人
種
的
分
類
の
利
用
が
道
徳
的
不
正
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ゆ
え
に
憲
法
違
反
と
考
え
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
に
よ
る
身
体
的
あ
る
い
は
遺
伝
的
属
性
に
基
づ
く
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
類
の
利
用
が
本
質
的
に
不
正
で
は
な
い
の
と
同
様
、
あ
ら
ゆ
る
人
種
的
分
類
も
本
質
的
に
不
正
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、
実
際
に
は
悪
性
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
良
性
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
人
種
的
分
類
を
炙
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
の
反
証
理
論
は
、
合
衆
国
憲
法
の
趣
旨
と
合
致
す
る
最
も
説
得
力
の
あ
る
理
論
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
33
）
。
こ
の
反
証
理
論
はC
roson
判
決
以
降
の
連
邦
最
高
裁
判
例
で
多
数
派
を
形
成
し
た
。
た
と
え
ば
、
本
件
の
先
例
と
な
っ
たG
rutter
判
決
の
法
廷
意
見
は
、「
厳
格
審
査
基
準
は
『
理
論
上
厳
格
で
あ
る
が
、
事
実
上
致
命
的
』
な
審
査
基
準
で
は
な
い
。
…
政
府
が
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
立
法
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
立
法
に
は
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
が
、
政
府
に
よ
る
す
べ
て
の
人
種
的
分
類
の
利
用
が
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
に
よ
っ
て
無
効
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（
34
）
」
と
判
示
し
、
反
証
理
論
に
基
づ
き
司
法
審
査
を
行
っ
た
（
35
）
。
そ
し
て
、
当
該
入
学
者
選
抜
制
度
に
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
が
禁
止
す
る
偏
見
や
固
定
観
念
に
基
づ
く
容
認
し
得
な
い
動
機
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
払
拭
す
る
立
証
に
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
側
が
成
功
し
た
た
め
、
右
入
学
者
選
抜
制
度
は
合
憲
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
た
。
他
方
で
、D
w
orkin
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
本
件S
eattle
第
１
学
区
お
よ
びJefferson
郡
教
育
委
員
会
の
制
度
に
違
法
性
や
単
な
る
人
種
政
治
力
学
的
な
目
的
を
目
指
し
た
と
い
う
疑
い
は
何
一
つ
無
か
っ
た
（
36
）
。
両
教
育
委
員
会
の
制
度
は
、
白
人
の
生
徒
と
同
様
に
黒
人
の
生
徒
の
第
一
志
望
を
容
易
に
拒
否
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
広島法学　34 巻３号（2011 年）－108
れ
は
社
会
全
体
の
共
通
善
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
しR
oberts
長
官
や
彼
の
意
見
に
同
意
す
る
他
の
保
守
派
の
裁
判
官
が
反
証
理
論
に
基
づ
き
司
法
審
査
を
行
っ
た
の
な
ら
ば
、
本
件
制
度
は
合
憲
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
長
官
や
彼
の
意
見
に
同
意
す
る
他
の
保
守
派
の
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
意
見
は
、
本
件
に
お
い
て
G
rutter
判
決
を
覆
し
た
の
で
あ
る
。
4
K
ennedy
裁
判
官
の
結
果
同
意
意
見
お
よ
びB
reyer
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
つ
い
て
　
本
件
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
っ
たK
ennedy
裁
判
官
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
を
是
正
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
も
（
37
）
、
教
育
委
員
会
に
対
し
、
憲
法
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
場
合
と
同
様
の
効
果
を
う
る
こ
と
の
で
き
る
人
種
中
立
的
な
手
段
を
利
用
す
る
よ
う
勧
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
、
（Ａ）
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
的
統
合
を
促
進
す
る
よ
う
な
観
点
か
ら
教
師
を
採
用
す
る
こ
と
、
（Ｂ）
人
種
的
に
多
様
な
生
徒
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
に
戦
略
的
に
学
校
を
新
設
す
る
こ
と
、
（Ｃ）
人
口
統
計
に
基
づ
き
、
人
種
構
成
に
配
慮
し
た
学
区
の
再
区
割
り
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
、
こ
の
よ
う
な
手
段
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
決
定
を
下
す
際
に
は
、
生
徒
個
人
の
人
種
が
決
定
的
に
重
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、K
ennedy
裁
判
官
はB
reyer
裁
判
官
と
同
様
、
時
代
錯
誤
的
か
つ
機
械
的
な
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
を
放
棄
す
る
こ
と
を
明
確
に
宣
言
し
た
。
し
か
し
、K
ennedy
裁
判
官
の
意
見
はB
reyer
裁
判
官
の
意
見
と
は
結
論
が
異
な
っ
て
い
る
。K
ennedy
裁
判
官
は
教
育
委
員
会
に
対
し
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
場
合
と
同
様
の
効
果
を
う
る
こ
と
の
で
き
る
人
種
中
立
的
な
手
段
の
利
用
を
勧
め
、
そ
れ
ら
に
効
果
が
な
く
、
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
方
法
が
唯
一
利
用
可
能
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
限
り
、
教
育
委
員
会
が
人
種
的
分
類
を
利
用
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
見
解
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
同
裁
判
官
は
教
育
委
員
会
に
対
し
、
人
種
的
分
類
の
利
用
の
正
当
化
に
関
し
て
非
常
に
厳
格
な
反
証
を
課
し
た
た
め
、
法
廷
意
見
と
同
様
の
結
論
に
至
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、B
reyer
裁
判
官
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
的
隔
離
教
育
が
問
題
と
な
っ
たB
row
n
判
決
が
違
憲
と
し
た
の
は
、
人
種
的
隔
離
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
人
種
的
分
類
の
利
用
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
人
種
的
統
合
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
人
種
的
分
類
を
違
憲
と
し
た
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
、B
row
n
判
決
の
精
神
を
否
定
す
る
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
本
件
法
廷
意
見
を
批
判
し
た
（
38
）
。
そ
し
て
、
同
裁
判
官
は
、
人
種
的
統
合
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
人
種
的
分
類
の
利
用
は
先
例
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
件
計
画
は
厳
格
審
査
基
準
を
満
た
し
、
合
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
5
深
刻
化
す
る
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
と
本
判
決
の
影
響
に
つ
い
て
109－アメリカの公立学校における生徒割当制度の合憲性について（井上）
２
０
０
３
年
、H
arvard
大
学
のT
he
C
ivil
R
ights
Project
は
、
ア
メ
リ
カ
全
域
の
公
立
学
校
の
統
計
を
分
析
し
た
「
人
種
的
に
隔
離
さ
れ
た
学
校
の
存
在
す
る
多
文
化
社
会：
我
々
は
夢
を
失
い
つ
つ
あ
る
の
か
」（A
M
ulticultural
Society
w
ith
Segregated
Schools
:
A
re
W
e
L
osing
the
D
ream
?
）
と
題
す
る
報
告
書
を
発
表
し
た
。
そ
の
報
告
書
で
は
、B
row
n
判
決
後
の
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
７
０
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
南
部
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
的
統
合
の
流
れ
が
、
１
９
９
１
年
を
境
に
人
種
的
隔
離
の
方
向
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
９
８
８
年
、
連
邦
地
裁
に
よ
る
人
種
的
統
合
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
南
部
の
白
人
生
徒
が
多
数
を
占
め
る
公
立
学
校
に
お
け
る
黒
人
生
徒
の
割
合
は
４
３
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
南
部
は
ア
メ
リ
カ
で
最
も
人
種
的
統
合
の
な
さ
れ
た
地
域
と
な
っ
た
（
39
）
。
し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
、
南
部
一
帯
で
右
人
種
的
統
合
命
令
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
で
、
南
部
の
白
人
生
徒
が
多
数
を
占
め
る
公
立
学
校
に
お
け
る
黒
人
生
徒
の
割
合
は
減
少
に
転
じ
、
２
０
０
０
年
に
は
そ
の
割
合
が
３
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
（
40
）
。
こ
れ
は
１
９
７
０
年
の
３
３
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
値
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
ア
メ
リ
カ
全
土
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
他
方
で
、「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
た
め
の
初
等
中
等
教
育
法
」（N
o
C
hild
L
eft
B
ehind
A
ct
of
2001
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
連
邦
政
府
が
重
視
し
て
い
る
の
は
人
種
的
統
合
よ
り
も
学
力
の
底
上
げ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
委
員
会
の
施
策
の
重
点
も
そ
こ
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
本
判
決
が
も
た
ら
す
現
実
的
な
影
響
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
と
い
う
藤
倉
教
授
の
指
摘
が
あ
る
（
41
）
。
公
立
の
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
自
発
的
な
人
種
的
統
合
施
策
を
違
憲
と
し
た
本
判
決
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
が
、
K
ennedy
裁
判
官
の
結
果
同
意
意
見
か
ら
、
本
判
決
の
後
も
教
育
委
員
会
が
人
種
的
分
類
を
利
用
し
た
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
的
統
合
施
策
を
実
施
で
き
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
公
立
学
校
に
お
け
る
事
実
上
の
人
種
的
隔
離
が
深
刻
化
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
は
、
今
後
も
人
種
的
統
合
を
め
ぐ
る
議
論
が
続
く
で
あ
ろ
う
。
（
１
）
G
rutter
v.B
ollinger,539
U
.S.306
(2003 ).
（
２
）
疎
外
感
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
教
室
で
の
議
論
に
貢
献
で
き
る
だ
け
の
数
。
（
３
）
B
row
n
v.B
oard
of
E
ducation,347
U
.S.483
(1954 ).
（
４
）
B
row
n
v.B
oard
of
E
ducation,349
U
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